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ピ ー タ ー ・テ ミ ン教 授 講 演 会

1999年6月26日g午 後4時 か ら6.時 まで、法経北館 会議 室において、経 済成 長論およ

び比較経済史 の分野 におい て国際的 に著 名な研究を多 く発表 されて きたマサチ ェーセ ッ

ツ工科大学 の経済学 部の 彦一 ター ・テ ミン教授 を招い て特別講演会が開催 された。テ ミ

ン教授 はア メリカの翻 と産業、特 に鉄鋼業、薬 品産業、電話事業等の構造 と発展}こ関

す る諸研究をされ、また大 恐慌 の原因をめ ぐるフ リー ドマ ンや シ ュウ ォー ツらの マネ タ

リス トとの論争で も高名な研究者であ る。なお、当 日ほ大阪 学院大学 の安場保古教授が

討論者 として特別 に参加 された。

テ ミン教授 の講演の も ととなる 「戦後 ヨー[1ッ パの高度経 済成長の 再検 討」 と題す る

論文 は、1999年 度 のオ〃スフ ・一 ド大学の ヒ ・クス記傭 義のために執筆された もので

あ り、第2次 世界大戦後 の ヨーロ ッパ経済 の高成長 に関 して、部門内の生産性の上昇、

部 門間の資源の移動 とい った諸 要因を、近年論争 になっている生産性 の国際的 、歴 史的

な収斂傾向 との関わ りで論 じた ものである。

この論文 ならび に講演 において、著者は第2次 世界大 戦直後か ら1973年 の第1次 オイ

ル.シ ョックにいた るまでのいわゆ る「ヨー ロ ッパ経 済成長の黄金 時代」を もた らした要

因の うち、現在 まで見過 ごされが ちで あった農業部門か ら広い意味での⊥業部門への経

済資 源、特 に労働 の移動 の趨勢 に着 目 してい る。す なわち、第 ユ次大戦 に始 まるほぼ30

年 間の戦争 とい う非経済 的要 因や大恐慌 とい う経済 的要因 によって、世界貿易の発展が

遅延 した り、国際 的な経 済資源 の移動が妨げ られ、結果 と して通常の経済成長のパ ター

ンとペースが維持 されていなか った。特 に、 ヨーロ ッパの諸経済 は当時 の経済発展の一

般 的な.水準 を考慮 する と、農業 部門の経 済に占める比重が理論的 に推定 され る レベ ルよ

り高いま まに留 まっていた。

この ような正常 な経済成長に とっての阻害 要因が 、第2次 世界大戦 の終結 によって 除

去 され、累積 されていた様々の不均衡が一挙 に解消 される メカニズム、特 に部 門間の資

源配分 の均衡状態が 回復す るとい う作用が働 いた。 この歴史的な経済発 展の加 速要因が、

一般 的な成長 要因に上乗せ され、その結果 と して1940年 代 後半か らヨー ロッパ経済は長
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期 に渡 って全般的 に高度成長 を実現 した。ただ し、 この一連性の限定的 な要因は1970年

代 の前半で ほぼその現実的 な影響力 を失い、 オイル ・シ ョックとい う外生的な要因 も加

わ り、 ヨーロ ッパ経済 の長期成長 は終わ りを迎 えることになった。

噛 安場教授 は
、テ ミン教授 の供給 サイ ドの要 因を重視す るアプローチ を容認 しなが らも、

'需 要
サイ ドの諸要 因が ヨーロ ッパ経済 の長期成長 に貢献 した ことを正当 に評価す ること

を強調 した。他 の多力11者か らは、 テ ミン教授が用いた 回帰分析の技術手法 とその結果の

解釈 をめ ぐる質問が 出され 、さらに、制度的、構造的要因 を考察 しない ことか ら生ず る

歴 史解釈 の妥 当性 に関わ るコメン トが なされ た。 この講演会 は、大学院生、学部学生、

さ らには他学 部の教官 を含 めて、約60名 が参加す るという盛会であ り、知的好奇心 をか

きたてる講演 と活発 な討論が展 開され た有意義 なものであ った。

(曳野 孝〕
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